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  オ 給水管の防護及び支持

  カ 水道メーターの設置位置及び設置状況

  キ 給水用具の設置状況

  ク クロスコネクション及びポンプ直結

  ケ 逆流防止器具の設置状況及び吐水口空間

  コ 水撃防止器の設置状況

  サ 受水槽等の容量及び設置状況

⑶ 材料検査

   給水管及び給水用具は，自己認証品又は第三者認証品であることを確認する。

⑷ 機能検査

   通水した後，各給水用具からそれぞれ放水し，水道メーターを経由しているか否かの

確認及び動作状態並びに給水用具の吐水状況等について検査する。

⑸ 水圧検査

給水装置の水圧試験は，工事施工中又は完成後に試験水圧 1.75 ㎫を 1 分間以上保持

させて，漏水のないことを確認する。

ただし、不断水分岐部については、試験水圧 1.0 ㎫を 2 分間以上保持させて行う。

５ 現場検査の省略

  給水装置工事で管理者が認めた工事については，現場検査を省略し，写真検査とするこ

とができる。

６ 検査結果

  当該給水装置工事が不完全なときは，管理者が指定する期間内に改修し，再検査を行う。

再検査は，現場検査，写真検査で行う。工事が不完全ということは，指定給水工事業者

としての技術上の信頼を欠くことになるとともに，管理者が定める基準に違反する場合に

は，条例及び規程等に基づいた措置が行われることになる。

７ 留意事項

  管理者が工事検査を行うとき，所有者等の同意がなければ，他人の土地・家屋等に立入

ることができないとされている。したがって，指定給水工事業者は，あらかじめ所有者等

にその旨を説明し，工事検査の実施に支障のないよう承諾を得る必要がある。特に新築工

事の場合は，使用者が入居する前に工事検査を実施することが原則であるが，入居済みの

留守宅を検査しなければならない場合は，指定給水工事業者が，所有者等に宅内への立入

りについて事前に承諾を受け，検査員にその承諾書を提出しなければならない。


